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例　　　言

１．本書は、国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金及び富山県文化財保存整備費補助金を受け、「旧高

岡共立銀行保存活用計画策定事業」として、令和２(2020) 年７月から令和４(2022) 年３月にかけて策

定した保存活用計画である。

２．本書における施設名称は現行のものを用い、大正３（1914）年竣工の建築物を「北棟」、大正 15（1926）

年増築の建築物を「南棟」と表記する。

３．本書内では、山町筋に面する北棟の正面を北として、東西南北の方位を表記する。

４．本書内では、人名を含む固有名詞の旧字体は新字体に改めて表記する。

　　（例：田邊→田辺、滿之助→満之助）
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